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氏名：木津日和 

学部・学科（コース）・学年：工学部建築・デザイン学科 2 年 

派遣先大学：ベトナム国家農業大学 

派遣期間：2025/2/25～2025/3/10 

 

１ 日本語教室での活動内容 

日本語教室は平日の 18 時から 19 時半の 1 時間半開催されていました。参加者は毎回ばらば

らでしたが、５から８人ほどの参加者がおり、中には社会人の方やそのお子さんも参加されていました。

日本語を教える活動は、日本人学生と一対一で学習したり会話の練習をしたりといった形式で行い

ました。時折、複数人で折り紙を折ったり、かるたをしたりなど楽しみながら日本語を学ぶという活動

もありました。私は、9 歳の女の子の担当として日本語を教える機会が多かったです。その女の子は挨

拶や簡単な単語は分かりますが、まだ会話は難しいという状況でした。授業の流れとしては、前半に

新しい単語の勉強とカタカナを覚える練習、後半には一緒に折り紙を折ったり絵を描きながら単語を

教えたり手を動かしながら楽しく日本語を教えました。新しい単語を教える時には、一文字ずつゆっく

りと教えることと、しっかりと発音して復唱してもらうということを心がけました。カタカナの練習では、

似たような形の文字の判別が難しいようで、実際にホワイトボードに書いたり書き順を確認したりしな

がら重点的に教えました。折り紙を折るときは、ただ折るのではなく色や形の名前など簡単な日本語

を織り交ぜながら作っていきました。楽しく日本語を学ぶことが出来るように工夫しながら日本語を教

えました。 

 

２ 日本語教室以外での交流活動 

夕方に日本語教室がある平日は、日向クラブの皆さんが食事や買い物に連れて行ってくださるな

ど常に同行してくれました。また、今回は英語クラスだけでなく、国際交流センターで行われている技

能実習生の方のための日本語教室にも参加させていただきました。英語クラスは、英語を専攻してい

る学生たちの中に混ざって英語でお互いの文化を紹介しあうという内容でした。学生たちと話をして

いるとベトナムでも日本のアニメや映画が有名だそうで、日本の有名俳優が好きだという学生もいて

非常に驚きました。英語クラスの最後の１０分くらいでは、黒板を使用しながら日本の挨拶について簡

単な授業を行いました。また、日本人メンバーの中の一人が浴衣を持って来てくれていたので、授業

の最後にベトナムの学生を対象に簡単な着付け体験を行いました。日本文化を体験してもらえたとい

う実感があり、嬉しかったです。国際交流センターでの日本語教室では、より実践的な日本語の授業

が行われていました。内容としては、日本文化や日本での生活についての質疑応答や日本の歌を一

緒に歌うといった活動をしました。技能実習生の方たちの中にはどこで働くのか既に決まっている方

もいました。日本での生活は困難もあると思いますが、ご活躍されることを願っています。 

 休日は日向クラブのメンバーがハノイの観光地に連れて行ってくれました。１回目の休日は旧市

街地に行き、ホーチミン廟や博物館、タンロン遺跡などベトナムの歴史を学ぶことの出来る場所からト
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レインストリートといった人気の観光地まで様々な場所に行きました。特に印象的だったのはホーチミ

ン廟です。ホーチミン廟にはベトナムの英雄であるホー・チ・ミンの遺体が収容されているのですが、

他の観光地とは違い非常に厳格な雰囲気でした。入り口で持ち物検査の後に荷物を預け、入場後は

護兵の引率で一列に並んで廟まで向かいました。廟の中は写真撮影と私語が禁止されており一段と

厳格な雰囲気でした。ホー・チ・ミンがいかに偉大であり崇拝されているかが分かる観光地でした。2

回目の休日は担当の先生がツアーを手配してくださり、ハロン湾へ旅行することになりました。ハロン

湾クルーズでは船の上で食事を楽しんだりボードに乗り換えて湾の奥まで散策したりしました。ハロ

ン湾の美しい景色と自然の雄大さを体感できました。ツアーガイドの方が様々な説明をしてくださって

いたのですが、様々な伝説や歴史を学ぶことが出来てとても有意義な時間でした。食事も海鮮が多く、

これまでの食事とはひと味違って美味しかったです。日向クラブの皆さんの協力で様々な貴重な体験

が出来ました。 

 

３ 参加目標への達成度と努力した内容 

今回、私は２回目の参加でしたが、より深くベトナムの学生と交流するという目標は達成できたと感

じています。また、より多くの人に日本文化を伝えるということに関しては、日向クラブだけでなく英語

クラスや国際交流センターの日本語教室でも日本文化を紹介できたので、十分に達成できたのでは

ないかと思います。日向クラブや国際交流センターでベトナムの学生と交流するときは日本語での会

話となるのですが、相手が日本語での表現が困難であったり私たちの日本語が伝わりにくかったり

することが多いです。それでも、相手が何を伝えたいのか汲み取ったり、より簡単な日本語を使って会

話したりして工夫して交流しました。 

 

４ プログラムに参加した感想 

このプログラムに参加して、本当に楽しくて有意義な 2 週間を過ごすことが出来ました。私は２回目

の参加だったのですが、日向クラブの皆さんと再会することが出来て本当に嬉しかったですし、私たち

日本人メンバーをすごく歓迎してくれたことにとても感謝しています。前回は悪天候が原因で日本語

教室を十分に開催することが出来なかったのですが、今回は十分に開催することが出来、そのうえ英

語クラスや国際交流センターの方たちとも交流することが出来ました。たくさんの人と交流するなかで

多くの人が日本文化に興味を持ってくれていると改めて実感し、日本人として誇らしい気持ちになり

ました。また、今回は様々な観光地にも連れて行っていただき、自然や歴史を学ぶだけでなくベトナム

の魅力を再確認することが出来てとても嬉しかったです。 

 

５ 今回の経験を踏まえた今後の展望 

今回のプログラムに参加し、異文化について交流し学ぶことがいかに楽しいか再度実感すること

が出来ました。今後、日本で暮らしていくとしても海外の方と関わる機会が全くないとは言えません。

様々な文化や価値観を知り、豊かで柔軟な考えを持てる人になっていけたらなと思います。 
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６ 現地での活動写真 

写真１ 

日本語教室の様子 

 

 

写真２ 

カラオケ 
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写真 3 

フルーツパーティー 

 

 

写真 4 

ハロン湾旅行 

 

 


